
※放送日時は変更になる場合があります

５月２日㈪～８日㈰  偶数時台の各15分から
｢ごみ分別と減量化について」

ば
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イベント☆募集☆お知らせ

区　分

地域材材料費
10万円以上
20万円未満
20万円以上
30万円未満

30万円以上

補 助 金 額

５万円

10万円

15万円

2011.4 2627 2011.4

　自動車の排気ガスや工場の煙などに含まれ
る大気汚染物質が太陽の強い紫外線を受ける
と、大気中に光化学オキシダントが発生しま
す。発生すると、目がチカチカしたり息苦し
くなるなど健康被害の恐れがあるので、特に
子どもや高齢者には注意が必要です。発生し
た場合は、外出を控え、窓を閉めるなど、で
きるだけ外気が室内へ入らないようにしまし
ょう。
【発生状況のお知らせ方法】
　県では、光化学オキシダントを常時測定し、
濃度が高くなると基準に応じて「情報」｢注
意報」｢警報」を発令します。県ホームペー
ジで県内の発令状況を確認することができま
す。また、４月10日～９月10日を大気汚染防
止夏期対策期間と定め、特に監視を強化し、
注意を呼び掛けています。
　市でも「注意報」や「警報」が発令された
場合は、津山災害情報メールや広報車などで
皆さんへお知らせします。

要件　次のすべての要件に該当するもの
①市内に立地する住宅であること
②地域材※2の材料費が10万円以上であること
③自身で施工、または市内の業者によって施工さ
れること
④市税等の滞納がないこと
⑤過去に津山市県産材利用住宅リフォーム補助金
を受けていない住宅であること
⑥申請年度内に該当工事の完了届が提出できること
※2　地域材とは、岡山県の「木材業者等登録」を受けてい
る市内の製材業者が製材した国産材製材品（皮むきなどの
加工丸太を含む）

補助金額　15万円を限度に次のとおり

申請方法　森林課、または各支所産業建設課に備え
付けの補助金交付申請書（市ホームページからも
ダウンロード可）に必要事項を記入し、必要書類
を添えて工事着手前までに申し込む
※４月１日から受け付けを開始しています。予算が
無くなり次第、締め切ります
問い合わせ先　森林課（市役所４階） 32-2078

要件　次のすべての要件に該当するもの
①市内に自ら居住するために新築する一戸建ての
木造住宅
②台所、便所、浴室があり、独立した生活を営む
ことができること
③主要構造部材（土台、柱、間柱、梁、桁、母屋、
棟木）に地域産乾燥材※1を８㎥以上使用する
住宅
④延床面積（住宅部分の床面積）が80㎡以上の住
宅
⑤建築基準法に基づく確認済証の交付日または建
築工事届の受理日が補助金申請年度の前年４月
１日以降の住宅
⑥主要構造部材の施工が完了し、平成24年３月30
日までに主要構造部材の現地確認が可能な住宅
⑦市税等の滞納がないこと
⑧市内の建築施工業者の請負により建築すること
⑨地域産乾燥材にかかる乾燥業者、製材業者、納
材業者のいずれかが市内の業者であること

※１ 地域産乾燥材とは、岡山県の「木材業者等登録」を受け
ている製材業者が製材した国産材製材品のうち含水率25％
以下のもの

補助金額　１戸当たり上限40万円
(例）①建築施工業者が市内で、地域乾燥材の乾燥

製材業者、製材業者、納材業者のいずれか
が市内の場合＝30万円
②建築施工業者、地域乾燥材の乾燥製材業者、
製材業者、納材業者のすべてが市内の場合
＝40万円

　市では、地域材の積極的な使用を促進することにより、林業の振興と地域経済の活性化を進めるた
め、地域材を使用して住宅を新築またはリフォームする人に補助金を交付します。

作州津山宮川朝市
とき　５月８日㈰午前７時～10時
ところ　宮川河川敷
問い合わせ先　農業振興課 32-2079

加茂の朝市
とき　５月15日㈰午前８時～
ところ　加茂町インフォメーションセンター
問い合わせ先　加茂町観光協会 42-4402

問い合わせ先　環境生活課 32-2055

地域材利用新築住宅補助金 地域材利用住宅リフォーム補助金

光化学オキシダントに注意！

新築もリフォームも地域材の利用を
　
今
年
１
月
25
日
、
倉
敷
市
内
の

女
性
宅
へ
社
会
保
険
事
務
所
の
職

員
を
名
乗
る
電
話
が
あ
り
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
現
金
自
動
受
払
機
）
か
ら
現

金
を
振
り
込
ま
せ
る
事
件
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
医
療
費
の
返
還
な
ど
で
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
払
い
過
ぎ
の
医
療
費

を
返
す
」「
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
着
い
た
ら
電

話
を
」
と
い
っ
た
言
葉
が
出
た
ら
、

振
り
込
め
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

も
し
そ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ

た
場
合
は
津
山
警
察
署
3 

25-

０

１
１
０
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課

3 

32-

２
０
７
１
、
32-

２
０

７
３

　
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
ま

た
学
校
と
地
域
が
つ
な
が
る
き
っ

か
け
作
り
と
し
て
、
学
校
の
空
き

教
室
を
利
用
し
た
市
民
講
座
を
開

催
。
郷
土
の
歴
史
・
産
業
・
津
山

雑
学
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

《
鶴
山
中
学
校
》

と
き　
５
月
20
日
㈮
、
６
月
17
日

㈮
、
７
月
22
日
㈮
、
９
月
29
日

㈭
、
10
月
21
日
㈮
、
11
月
25
日

㈮
午
前
９
時
50
分
～
11
時
40
分

《
向
陽
小
学
校
》

と
き　
５
月
20
日
㈮
、
６
月
17
日

㈮
、
７
月
22
日
㈮
、
９
月
30
日

㈮
、
10
月
21
日
㈮
、
11
月
18
日

㈮
午
後
１
時
55
分
～
３
時
35
分

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

定
員　
各
校
20
人
程
度
（
２
校
と

も
受
講
可
。
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

受
講
料　
無
料

締
め
切
り　
４
月
28
日
㈭
必
着

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
①
住
所
②

氏
名
③
電
話
番
号
を
伝
え
申
し

込
む

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

3 

32-

２
１
１
８
、
5 

32-

２

１
４
７
、�gakushuu@

city.

　

tsuyam
a.okayam

a.jp

　
市
で
は
、
市
民
活
動
団
体
が
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
づ
く

り
や
地
域
を
支
え
る
人
材
育
成
に

向
け
て
、
自
主
的
・
主
体
的
に
開

催
す
る
講
座
や
研
修
会
な
ど
に
対

し
、
必
要
な
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
内
容　
地
域
に
応
じ
た
テ
ー

マ
を
設
定
し
て
開
催
さ
れ
る
講

座
な
ど
の
講
師
費
用
。
１
件
に

つ
き
５
万
円
を
上
限
に
助
成

対
象
経
費　
講
師
な
ど
へ
の
謝
金
、

交
通
費
、
宿
泊
費
な
ど

申
込
方
法　
協
働
推
進
室
に
備
え

付
け
の
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

団
体
の
規
約
や
会
則
、
総
会
資

料
な
ど
、
活
動
内
容
が
分
か
る

資
料
を
添
え
て
直
接
ま
た
は
郵

送
で
申
し
込
む

受
付
開
始　
５
月
23
日
㈪
（
先
着

順
）

※
予
算
が
無
く
な
り
次
第
、
締
め

切
り
ま
す

※
お
お
む
ね
５
事
業
を
予
定

問
い
合
わ
せ
先　
〒
７
０
８-

８

　

５
０
１
津
山
市
山
北
５
２
０
協

働
推
進
室（
市
役
所
３
階
）3 

32

　

-

２
０
３
２

と
き　
４
月
23
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
津
山
洋
学
資
料
館

演
題　
私
を
魅
了
し
た
、
オ
ラ
ン

ダ
伝
統
工
芸

講
師　
永
江
絹
子
さ
ん
（
ｋ
ｉ
ｎ

ｕ
ｋ
ｏ
ヒ
ン
ダ
ロ
ー
ペ
ン
ス
タ

ジ
オ
主
宰
）

※
午
後
１
時
か
ら
講
演
会
開
始
ま

で
、
古
楽
器
の
演
奏
会
も
行
い

ま
す

聴
講
料　
無
料（
入
館
料
も
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　
津
山
洋
学
資
料

館
3 

23-

３
３
２
４

と
き　
５
月
１
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
道
の
駅
「
久
米
の
里
」

内
容　
Ｚ
ガ
ン
ダ
ム
コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト
搭
乗
コ
ー
ナ
ー
、
餅
投
げ
、

各
種
団
体
に
よ
る
テ
ン
ト
村
な

ど
問
い
合
わ
せ
先　
道
の
駅
「
久
米

の
里
」
3 

57-

７
２
３
４

ご
来
場
く
だ
さ
い

津
山
洋
学
資
料
館

第
65
回
文
化
講
演
会

ご
注
意
く
だ
さ
い

還
付
金
な
ど
の
詐
欺
事
件

遊
び
に
来
て
ね

道
の
駅
「
久
米
の
里
」

仙
人
ま
つ
り

受
講
生
募
集

大
人
の
学
校

地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り

地
域
づ
く
り
人
材
育
成
事
業


